
（別紙４）

～ 2025年5月15日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 2025年4月30日

（対象者数） 1名 （回答者数） 1名

～ 2025年5月15日

（対象数） 1か所 （回答数） 1か所

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・自らの気持ちを言葉に出来る様に、自発的な行動促しを模

索している

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・研修機会を設けて、質の向上やスキルアップに努める

・関係機関との連携を多くとって、情報収集や児童を取り巻

く関係者で共通理解を深めて行きたい

・外部研修へ積極的に参加をして、専門的知識の習得を目指

す。

2

3

○事業所名

○保護者評価実施期間 2025年4月1日

○保護者評価有効回答数

2025年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年5月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年4月1日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専門的な知識が不足してると思う ・事業所内でのケース検討だけで、ケース検討会議が終わって

しまっている事がある。（情報不足）

個別での支援を主に行っているため、児童の変化（思い）に早

めに気づいて、共感をもって支援している

・表情の変化や言動や行動観察を見ながら、声掛けをしている

・共感をもって、否定しない様にして児童の気持ちを尊重する

様にしている

・『やられて（言われて）イヤな事は、相手にもしない（言わ

ない）』を伝えている

事業所における自己評価総括表公表


